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このたびは E-MUのAudio Production Studio（APS）の最新ソフトウェア
バージョン 1.6をダウンロードしていただき、誠にありがとうございます。
APSバージョン 1.6では、以前のバージョン 1.5での動作を可能な限りエミュ
レートするようにデザインされています。しかしながら、実際には様々な新し
い機能が追加されています。

バージョン 1.6ソフトウェアは、Windows 2000および Windows XPオペレー
ティングシステム専用です。Windows 95/98/MEをお使いの場合、バージョ
ン 1.5をお使い下さい。またこのソフトウェアはAPSハードウェア用に開発
されています。

概要概要概要概要  • Windows 2000及び Windows XPのサポート 

• 2msのASIO レイテンシー 

• ASIO 2.0 ダイレクトモニタリング 

• シンセサイザーのマルチMIDIアプリケーションのサポート 

• 340 MB のサウンドフォントサンプルサポート 

• MMAダウンローダブルサンプルのサポート（1.xおよび 2.x） 

• Sound Blaster AWE NRPNのインプリメンテーション 

• シンセサイザごとにサウンドフォント /DLSが別々にロード可能 

• Microsoftマルチメディアエクステンション（MME）ミキサー

システム環境システム環境システム環境システム環境
APSハードウェアは以下の環境で動作します。 

• Windows ® 2000もしくはWindows XP 

• Sound Blaster MIDI およびGeneral MIDI 

• Sound Blaster PCI 

• Microsoft ® DirectSound ® 

• PCI 2.1準拠 

• ASIO ™ 

• SoundFont ® 2.1
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インストールインストールインストールインストール WindowsWindowsWindowsWindows のドライバ署名についてのドライバ署名についてのドライバ署名についてのドライバ署名について
APSドライバのインストール時、以下のダイアログが表示されることがあり
ます。

この APSドライバは Microsoft社のドライバ署名プログラムが要求するコン
シューマ向けのオーディオ機能の幾つか、特にデジタル著作権管理をサポート
していないため、認証を受けていません。

しかし APSドライバは署名されたドライバと同じテストを厳密に行っていま
す。これらのテストはドライバの安定性を測定するものを含んでおり、APS
ドライバはこれらのとても重要なテストに合格しています。従ってこのドライ
バをコンピュータにインストールすることには何ら問題はありません。 

�  APSAPSAPSAPS をををを SSSSoundoundoundound BlasterBlasterBlasterBlaster Live、Live、Live、Live、SoundSoundSoundSound BlasterBlasterBlasterBlaster Audigy、Audigy、Audigy、Audigy、SoundSoundSoundSound
BlasterBlasterBlasterBlaster Audigy2Audigy2Audigy2Audigy2 と一緒に使用すると一緒に使用すると一緒に使用すると一緒に使用する

同一のシステム内でこれらの製品と共に使用する場合、APSのドライバやソ
フトウェアをインストールする前にインストールする前にインストールする前にインストールする前に、これらの製品のドライバやソフトウェ
アをインストールすることを推奨します。APSのドライバやソフトウェアを
先にインストールした場合、APSシステムが正しく動作しない可能性があり
ます。
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新しい機能新しい機能新しい機能新しい機能 APSバージョン 1.6では以下の機能が追加されています。

WindowsWindowsWindowsWindows 2000200020002000 及び及び及び及び WindowsWindowsWindowsWindows XPXPXPXP のサポートのサポートのサポートのサポート
APSバージョン 1.6ドライバはこれらのオペレーティングシステム用のウィ
ンドウズドライバモデル（WDM）準拠のドライバです。APSバージョン 1.6
ソフトウェアをインストールする前に DirectX 8.1と最新のOSサービスパッ
クをインストールすることを推奨します。

ドライバおよびアプリケーションはデュアルプロセッサやハイパースレッティ
ングプロセッサを含む様々なシステム環境でテストされており、十分な RAM
容量があれば（256MB以上）が装着されていれば、これらの環境でも問題な
く動作しています。

2ms2ms2ms2ms のののの AAAASIOSIOSIOSIO レイテンシーレイテンシーレイテンシーレイテンシー
APSバージョン 1.6ドライバでは ASIOバッファレイテンシーを最少で 2ms
に押さえる事が可能です。

ASIOASIOASIOASIO 2.02.02.02.0 ダイレクトモニタリングダイレクトモニタリングダイレクトモニタリングダイレクトモニタリング
APSバージョン 1.6ドライバは ASIO 2.0で搭載されたダイレクトモニタリン
グ機能をサポートしています。

ダイレクトモニタリング機能を使用するには、モニターインプットをアクティ
ブにし、モニターレベルを調節するだけですが、これが結局は Eコントロー
ルミキサーストリップのモニタリング機能であることに気付くでしょう。
ASIO 2.0に対応したアプリケーションを起動する前に、Eコントロールを起
動してアナログ /デジタルストリップを表示することでダイレクトモニタリン
グを使用することができます。

シンセサイザのマルチシンセサイザのマルチシンセサイザのマルチシンセサイザのマルチ MIDIMIDIMIDIMIDI アプリケーションのサポートアプリケーションのサポートアプリケーションのサポートアプリケーションのサポート
APSバージョン 1.6ドライバでは、同じシンセサイザの設定に対して複数の
MIDIアプリケーションから同時にアクセスすることが可能です。

これにより例えば MIDIシーケンサを起動している時にサウンドフォントバン
クマネージャのバーチャルキーボードも同時に使用できるようになりました。

それぞれの MIDIアプリケーションは 16の MIDIチャンネルのセットで同じシ
ンセサイザ（Synth A もしくは Synth B）にアクセスします。この時、各アプ
リケーションはそれぞれ個別に MIDIの状態を持つ事ができます。

340MB340MB340MB340MB のサウンドフォントサンプルサポートのサウンドフォントサンプルサポートのサウンドフォントサンプルサポートのサウンドフォントサンプルサポート
APSバージョン 1.6ドライバではコンピュータメモリ上に 340MBものサウン
ドフォントサンプルをロードすることが可能です。これはバージョン 1.5まで
の 32MBという制限を大きく改善しています。

Windowsはアプリケーションの起動に必要なメモリを分配するため、この上限
を確実に有効にするには、少なくとも 1GBメモリを搭載する必要があります。

メモリ構成についての追加情報は 9ページに記載されています。
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MMAMMAMMAMMA ダウンローダブルサンプル（ダウンローダブルサンプル（ダウンローダブルサンプル（ダウンローダブルサンプル（DLS）DLS）DLS）DLS）のサポートのサポートのサポートのサポート
APSバージョン 1.6のサウンドフォントバンクマネージャでは DLS 1.x また
は DLS 2.xフォーマットのサンプルバンクをロードする事ができます。またこ
れらのバンクに含まれる "Riff MIDI"ファイルも同様にロードできます。

SoundSoundSoundSound BlasterBlasterBlasterBlaster AWEAWEAWEAWE NRPNNRPNNRPNNRPN のインプリメンテーションのインプリメンテーションのインプリメンテーションのインプリメンテーション
APSバージョン 1.6ドライバは E-MU APS NRPNのインプリメンテーション
に加え、Sound Blaster AWE NRPNがインプリメンテーションされています。

Sound Blaster AWE NRPNのインプリメンテーションは多数のMIDIコント
ローラ /ソフトウェアで使用されています。

シンセサイザごとにサウンドフォントシンセサイザごとにサウンドフォントシンセサイザごとにサウンドフォントシンセサイザごとにサウンドフォント /DLS/DLS/DLS/DLS が別々にロード可能が別々にロード可能が別々にロード可能が別々にロード可能
APSバージョン 1.6のサウンドフォントバンクマネージャでは Synth A と
Synth Bそれぞれ個別にサウンドフォントファイルをロード可能です。しかし
ながら以前のバージョンに慣れている場合に余計な混乱を起こさないように、
初期設定でこの機能は無効になっています。

この機能を有効にするには、「View」メニューから "SoundFontSoundFontSoundFontSoundFont DevicesDevicesDevicesDevices"を
選択し、"LoadLoadLoadLoad InInInIn AllAllAllAll DevicesDevicesDevicesDevices" オプションのチェックを外します。後はパネ
ル上でシンセサイザーを選択してからサウンドフォントを選択します。

このモードではスナップショットファイル（*.SBS）はデフォルトモードのお
うにシステム上のすべてのシンセサイザではなく、現在選択されているシンセ
サイザのみを保存することになりますので注意してください。

MicrosoftMicrosoftMicrosoftMicrosoft マルチメディアエクステンション（マルチメディアエクステンション（マルチメディアエクステンション（マルチメディアエクステンション（MME）MME）MME）MME）ミキサーミキサーミキサーミキサー
APSバージョン 1.6ドライバは MMEミキサードライバモデルをサポートして
います。このため APSバージョン 1.5では Eコントロールにおいてのみ利用
可能だったパラメータが Microsoftミキサーで利用できます。

またこれにより Microsoft Windowsアプリケーション上でモニタリングやレ
コーディング作業を行う際に、APSを使用することができます。

既知の問題点およ
び制限

DSPDSPDSPDSP リセットリセットリセットリセット
ASPバージョン 1.6の Eコントロールアプリケーションはオーディオプロ
セッサの "リセット " オプションを装備しています。これはAPSオーディオプ
ロセッサ DSPの機能に Microsoftミキサーインターフェイスのような他のク
ライアントがアクセスするためです。このようなクライアントは DSPの状態、
ソフトウェアのバグ、Eコントロールと互換性のないDSP構成などに起因す
るエラーを起こします。

 注 :リセットオプション
を使用するには「アドミニス
トレータ」でなければなりま
せん。Windowsのコントロー
ルパネル「ユーザアカウント」
で、「アドミニストレータ」グ
ループにあなたのユーザ名を
設定してください。

リセットオプションは Eコントロールプログラムと DSPパラメータ間の接続
を解除します。APSバージョン 1.5では EコントロールはDSPをプログラム
することができるソフトウェアの 1部分でしかなかったため、このようなオプ
ションの必要がありませんでした。

このリセット DSPオプションはスタートメニューに位置しています。システ
ム異常により通常通りに起動できず Windowsを " セーフモード "で起動した場
合などにこのオプションを使用します。
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SONARSONARSONARSONAR とマルチチャンネルオーディオとマルチチャンネルオーディオとマルチチャンネルオーディオとマルチチャンネルオーディオ
APSはステレオカードですので、Microsoftのマルチチャンネルストリーミン
グフォーマット（WAVEFORMATEXTENSIBLE）はサポートされていません。
Microsoftカーネルミキサーはそれらの内容をステレオにレンダリングします。

APSの最も大きな欠点としてAPSの全てのアウトプットがWDMカーネルス
トリーミングレイヤーへ流れるとは限らず、従ってカーネルストリーミング
オーディオレンダーを使用している Cakewalk SONARに対してはアウトプッ
トされない可能性があります。

APSとCakewalk SONARを一緒に使用する場合、ASIO をサポートしている
SONARのバージョン 2.2以上を推奨します。

MicrosoftMicrosoftMicrosoftMicrosoft ミキサーの制限ミキサーの制限ミキサーの制限ミキサーの制限
Microsoftミキサーのサポートは標準の Windowsアプリケーションを使用して
いる際には非常に便利です。しかしこれは Eコントロールが必要無いという
ことでは決してありません。

以下にあげる Microsoftミキサーが持つ問題から、音楽製作環境では
Microsoftミキサーではなく Eコントロール及び（または）ASIO 2.0 ドライバ
の機能を使用することを強くお勧めします。 

• MicrosoftミキサープログラムはAUX バスやインサートエフェクト、トリム
ポッドやソロボタンを装備していません。 

• Microsoftミキサーでは Eコントロールのような「ミキサーストリップを追
加する」という概念を持っていません。このため、Microsoftミキサーはそ
の起動時に Eコントロールで表示されていた物理的なインプットストリッ
プのみが表示され、Eコントロールで後から追加されたストリップについて
は Microsoftミキサープログラムを再起動しなければ表示されません。 

• Microsoftミキサーにはユーザーストリップが存在しません。 

• Eコントロールで表示されるレコーディング可能なレコードソース全てが
Microsoftミキサーでは表示されません。 

• Microsoftミキサーの "Wave"ストリップではハードウェアを全くコントロー
ルしません。単純にウェーブアウト /ダイレクトサウンド /KSストリーム
が加えられた時点で適用されるソフトウェア状態を調節するだけです。こ
れにより "Wave"ストリップはASIO ストリームを調整できず、Eコント
ロール上の "Wave"ストリップ相当の機能を持っていません。 

• Microsoftミキサーの "CD"ストリップも同様にハードウェアをコントロール
しません。CDDAデジタルエクストラクションを経由してくるシグナルを
単純に調節するだけです。つまりは Eコントロール上の "CD"ストリップ相
当の機能を持っていません。 

• UIの制約により、Microsoft ミキサー内の設定は Eコントロール内での設定
を反映されていない場合があります。
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ASIOASIOASIOASIO 2.02.02.02.0 ダイレクトモニタリングの制限ダイレクトモニタリングの制限ダイレクトモニタリングの制限ダイレクトモニタリングの制限
APSはダイレクトモニタリングのルーティング機能はサポートしていません。
ASIOのダイレクトモニタリングは全て EコントロールのMain ミックスで設
定されたアウトプットから出力されます。

APSインプットは標準でステレオ（D1、D2）ですが、これらをモノラルで使
用しても ASIO 2.0ダイレクトモニタリングパンはサポートしていません。

同様に、APSのステレオインプットの各モノラルサイド（L/R）をモニタリ
ングする時、モニターする側のオーディオは同じ側のスピーカーからのみ出力
されるでしょう。例えば、D1 Leftのみを Mainアウトプット L からモニター
する場合、D1 Rightは Mainアウトプット Rからのみモニターができるでしょ
う。混乱を最小限にするためには、ASPのステレオインプットを使用する
シーケンサトラックはステレオトラック構成にすることをお勧めします。

UI の制約からASIOモニタリングのレベルは Eコントロールミキサーには反
映されません。

EコントロールレコードセクションがASIO に設定されている場合、ダイレク
トモニタリングは "オーバーロード " 状態のASIO レコードソースには正常に
動作しません。

CubaseCubaseCubaseCubase SXSXSXSX
APSと共にCubase SXでサウンドフォント機能を使用する場合、Cubase SX
バージョン 1.03以上が必要です。

APSはステレオインプットソース（D1、D2）の各モノラルサイド（L/R）に
対しての ASIO 2.0ダイレクトモニタリングパン機能をサポートしていません。
そのため、APSのステレオインプットソース（D1、D2）には Cubaseのステ
レオトラックを使用することをお勧めします。

しかし、APSステレオインプットソースにCubaseモノラルトラックをアサ
インする必要がある、またダイレクトモニタリング機能を使用する、といった
場合、CubaseSXの「Project Settings」で -6dBパンカーブを使用するよう
に設定したほうがよいでしょう。ダイレクトモニタリング時にこの設定を行わ
ない場合は、予期しない動作をする恐れがあります。

Cubaseプロジェクトファイル（.CPR）をロードする時、Cubaseはサウンド
フォントバンクマネージャによってロードされた可能性のあるサウンドフォン
トは自動的にはロードしません。これはサウンドフォントデータを作成 /変更
するのにサウンドフォントバンクマネージャを使用する場合、不都合であるか
もしれませんので注意してください。しかし Cubase SXは APSシンセサイザ
へサウンドフォントファイルを直接ロードすることが可能です。またさらに
Cubaseプロジェクトファイルから直接ロードしたサウンドフォントをセーブ
/リストアすることができます。従ってサウンドフォントバンクマネージャの
代わりに Cubase SX自体を使用したいと思うかもしれません。

「Device Setup」から "Reset All"を選択した場合、CubaseSXはフリーズして
しまいます。これは CubaseSXバージョン 1.05以下で起こる事が報告されて
おり、現在 Steinberg社と解決に向けて開発中です。

ハイバネーション及びスタンバイモードハイバネーション及びスタンバイモードハイバネーション及びスタンバイモードハイバネーション及びスタンバイモード
E-MUが行ったテストでは、システムがハイバネーションもしくはスタンバイ
モードから復帰した後に APSが適切に機能しない場合がありました。コン
ピュータの電源を切る場合は完全にシャットダウンすることをお勧めします。
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EEEE ココココントロールントロールントロールントロール ASIOASIOASIOASIOレコーディングオーバライドレコーディングオーバライドレコーディングオーバライドレコーディングオーバライド
APSバージョン 1.5では、ASIO を使用して Eコントロールで表示されるどの
レコードソースでもレコーディングができるように、ユーザーは任意のペアの
ASIOレコードソースを選択することができます。

APSバージョン 1.6でもこの機能は同様にサポートされていますが、全ての
レコーディングは 0dBで行われます。従ってバージョン 1.5のようにレコー
ディングレベルを変更するオプションはありません。

また ASIOレコードソースを変更した場合、ASIO 2.0ダイレクトモニタリン
グ機能は変更された新しいソースでは機能しません。

CDCDCDCD リスニングとリスニングとリスニングとリスニングと EEEE ココココントロールのントロールのントロールのントロールの CDCDCDCDインプットインプットインプットインプット
Windows XPなど現在流通しているオペレーティングシステムであれば CDか
らデジタルオーディオデータを直接抽出し（これは CD-ROMからファイルを
読み込むのと同じ方法です）、標準で装備されているオーディオドライバ
（Windows XPであれば DirectSound）により、オーディオリスニングソフト
ウェアで聞く事ができます。このプロセスは CDデジタルオーディオ
（CDDA）デジタルエクストラクションと呼ばれています。この機能はわざわ
ざオーディオ製品をインストールしたり、ケーブルを接続したりすることなし
に、CDを聞く事ができる大変便利な機能です。

しかしながら、APSのように外部と様々な接続をする為に設計され、インストー
ルされたオーディオハードウェアを使用する場合、これは混乱に結びつきます。
例えば、もしもお使いのCDプレイヤーがCDDAデジタルエクストラクションを
使用している場合、Eコントロールの "CD"ストリップではシグナルの調節ができ
ません。実際にこのシグナルを調節するのは Eコントロールの "Wave"ストリッ
プになります。これは上記した理由を全く知らなかった場合、少し混乱の元とな
ります。

Eコントロールの "CD"ストリップのみでCDシグナルを調節できるようにす
るには、2つの事を行う必要があります。 

1. CDドライブからの S/PDIFケーブルを Eカードに正しく接続する。 

2. CDプレイヤーソフトウェアがCDDA デジタルエクストラクションを使用
しないように設定する。

Windows Media Player 8では、以下のように設定します。 

1.「ツール」メニューから " オプション "を選択し、"デバイス "タブを選択しま
す。表示される一覧の中から、Eカードにデジタル接続したCDドライブ
を選択します。 

2. "プロパティ"ボタンを押します。「再生」オプションで "アナログ "を選択します。

複数の CDドライブを使用している場合、それぞれのドライブでステップ 2を
設定する必要があるかもしれません。

ゲームアプリケーションゲームアプリケーションゲームアプリケーションゲームアプリケーション
APSは一般的なゲーム環境である 2チャンネルカードとしてのテストにもパ
スしていますが、DirectSound 3D または EAXテクノロジーはサポートしてい
ません。これらの機能については Sound Blaster Audigy 2を使用することをお
勧めします。
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デジタル著作権管理デジタル著作権管理デジタル著作権管理デジタル著作権管理
プロフェッショナルオーディオカードとして、APSバージョン 1.6ドライバ
は Microsoftデジタル著作権管理プロトコルをサポートしていません。そのた
め、コピープロテクトがかけられた WMAファイルはAPSでは正しく動かな
い可能性があります。

Windows XPでの
サウンドフォント
機能

Vienna SFスタジオ、SONAR、Cubase...などなど様々な環境下において、サ
ウンドフォント機能がうまく働かない場合、以下の点を確認することで、正し
く動作する可能性があります。

まず最初にお使いのサウンドフォントエディットエンジンの最新のパッチを、
そのメーカーの Webサイトからダウンロードしてインストールしてください。
次に Windowsディレクトリ下の以下のファイルのバージョンをチェックして
ください。

 注:このWindowsディレ
クトリはWindowsがどのよう
にインストールされたかに
よって異なる場合があります。 

C:\WINDOWS\SYSTEM32\SFMAN32.DLL

このファイルを見る事ができない場合、いずれかのウィンドウから以下の設定
を行って下さい。 

1.「ツール」メニューから " フォルダオプション "を選択し、"表示 "タブを開き
ます。 

2. "保護されたオペレーティングシステムファイルを表示しない "のチェック
を外します。 

3. 警告画面が表示されますので、"はい "を押します。

このファイルのバージョンが 5.12.1.xxx以上だった場合、この部分の解説は
読む必要がありません。お使いのプログラムのメーカーに問題点を問い合わせ
てください。ファイルバージョンが 4.6.0.xxxの場合は、以下の解説手順を
行ってみて下さい。

"SFMAN32.DLL"というファイルのコピーが、APSのインストール時にサウン
ドフォントバンクマネージャのあるフォルダに作られています。 

�  このフォルダを見つけるにはこのフォルダを見つけるにはこのフォルダを見つけるにはこのフォルダを見つけるには  

1. スタートメニューからプログラムに入り、E-MU APSフォルダを開きます。 

2. サウンドフォントバンクマネージャを右クリックします。 

3. プロパティを選択し、「リンク先を探す」ボタンを押します。このウィン
ドウで上記ファイルが見えない場合、以下の設定を行って下さい。 

4.「ツール」メニューから " フォルダオプション "を選択し、"表示 "タブを開き
ます。 

5. "保護されたオペレーティングシステムファイルを表示しない "のチェック
を外します。 

6. 警告画面が表示されますので、"はい "を押します。 

7. このファイルを、サウンドフォントを使用するすべてのプログラムのディ
レクトリーへコピーします。
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技術的な問題についての詳細技術的な問題についての詳細技術的な問題についての詳細技術的な問題についての詳細
Windows XPは OSインストールの一部として Sound Blaster Live!ドライバ
ファイルの全ての機能を持っています。従って、OSファイル保護システムに
より、これらのファイルは保護されています。これは認証されていない新しい
ファイルをこれらのファイルと置き換えようとした際に、オペレーティングシ
ステムが自動的かつ暗黙の内に古いバージョンの物と置き換えてしまうことを
意味します。

前述したように APSドライバは認証されていません。さらに Sound Blaster
Live!の "SFMAN32.DLL"（バージョン 4.6.0.xxx）は APSドライバと互換性が
ありません（APSドライバはバージョン 5.12.1.xxx以上になります）。これら
の理由から上記代替え手順をとる必要があります。

アドバンスドユー
ザーのために

コンピュータのメモリをサウンドフォント用に最適化するコンピュータのメモリをサウンドフォント用に最適化するコンピュータのメモリをサウンドフォント用に最適化するコンピュータのメモリをサウンドフォント用に最適化する
Windowsメモリマネージメントレジストリ設定はサウンドフォントバンクサ
イズの最大量を増加させることができます。

注意注意注意注意 !!!!：設定を変更する前に必ずシステムをバックアップしておいて下さい。
間違ったレジストリエディタの使用によっては、オペレーティングシステム自
体を再インストールが必要になるかもしれません。E-MU Systemsは、レジ
ストリエディタを誤って使用した事に起因する問題を解決できる保証はなく、
またこの問題に起因するいかなる損害、損失、不利益等に関しては一切保証す
ることができません。レジストリエディタの使用は全て自己責任の元で行って
下さい。

以下のレジストリに、サウンドフォントのメモリ範囲に関する Windowsメモ
リマネージメントレジストリ設定の詳細があります。以下のレジストリでは
Windowsが全ての異なる OSコンポーネントへメモリを分配する方法を変更
します。 

HKLM\System\CurrentControlSet\Control\Session Manager\Memory 
Management

以下の表はサウンドフォントファイルを最大限のメモリを使用してロードする
ために、E-MUの技術者達が追い込んだ設定です。

システムが 512MB以下のRAMメモリを搭載している場合、(A)に記載されて
いる設定にしてみてください。ロードできるサウンドフォントバンクの最大容
量は約 340MBになります。

システムが 512MB以上 1.5GB未満のRAMメモリを搭載している場合、(B)
の設定を試してみて下さい。ロードできるサウンドフォントバンクの最大容量
は約 340MB～ 480MBになります。

1.5GB以上のRAMメモリを搭載している場合は、何も設定を変更しないでく
ださい。お使いのシステムは既に最適化されています。

搭載搭載搭載搭載 RAMRAMRAMRAM 容量容量容量容量 NonPagedPoolSizeNonPagedPoolSizeNonPagedPoolSizeNonPagedPoolSize PagedPoolSizePagedPoolSizePagedPoolSizePagedPoolSize SystemPagesSystemPagesSystemPagesSystemPages

(A)512MB以下 0 0xFFFFFFFF <default>

(B)512MB～ 1536MB 0x8000000 0xFFFFFFFF 0
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�  WindowsWindowsWindowsWindows メモリの最適化の手順メモリの最適化の手順メモリの最適化の手順メモリの最適化の手順  

1. スタートメニューから「ファイル名を指定して実行」を選択します。 

2. ファイル名に "regedit"と入力し、レジストリエディターを起動します。 

3. 左のツリーから "HKEY_LOCAL_MACHINE"と書かれたフォルダの+印をク
リックして開きます。 

4. 同様に +印をクリックして System \CurrentControlSet \Control \Session
Manager \Memory Management と開きます。 

5. "PagedPoolSize"という名前のキーを探してダブルクリックします。 

6. キーの値に "0xFFFFFFFF"（Fが 8個）と入力します。 

7. OKをクリックします。

512MB～ 1.5GBのメモリを搭載している場合、以下の手順も追加します。 

8. "NonPagedPoolSize"という名前のキーを探してダブルクリックします。 

9. キーの値に "0x8000000"（0が 6個）と入力します。 

10. "SystemPages"という名前のキーを探してダブルクリックします。 

11.キーの値に "0"を入力します。

これらの設定が実際にはどう作用しているのかまたシステムにはどう影響して
いるのか、といった詳細については以下のサイト（英文）を参照してください。

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=KB;EN-US;Q247904

これらはデータベースサーバーにおいて、とても大きなデータベースファイル
に対してメモリマッピングを行う際の設定の種類と、非常に似ている点に注目
してください。実際コンピュータメモリの観点からみると、データベースファ
イルのメモリマッピングとサウンドフォントファイルのロードの間には大きな
差はありません。
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